
る
。
電
子
部
品
を
静
電
気
破
損
か
ら
守

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
電
子
部
品
実
装

機
対
応
導
電
性
ラ
ッ
ク
『
テ
ン
サ
ー
ト

ラ
ッ
ク
』
も
、
機
能
性
と
使
い
や
す
さ

で
信
頼
が
厚
い
。

　

物
流
資
材
以
外
で
も
、
医
療
廃
棄
物

の
専
用
容
器
の
『
ミ
ッ
ペ
ー
ル
』
や
、

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
『
テ
ン
レ
イ

ン
・
ス
ク
ラ
ム
』
で
同
社
は
注
目
を
集

め
る
。

　
『
ミ
ッ
ペ
ー
ル
』
は
、
注
射
針
や
手
術

室
の
廃
棄
物
な
ど
、
感
染
の
危
険
が
あ

る
医
療
廃
棄
物
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
だ
。

注
射
針
や
鋭
利
な
医
療
器
具
も
貫
通
し

に
く
い
強
度
を
持
ち
、
に
お
い
や
液
体

の
漏
れ
を
防
ぐ
確
実
な
密
閉
を
実
現
。

し
か
も
焼
却
施
設
で
そ
の
ま
ま
処
分
可

能
で
あ
り
、
医
療
現
場
で
は
必
須
の
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変

動
の
影
響
で
増
え
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

に
対
し
て
、
土
に
埋
め
る
こ
と
で
一
時

的
に
雨
水
を
貯
め
、
浸
水
被
害
を
防
ぐ

土
木
資
材
が
『
テ
ン
レ
イ
ン
・
ス
ク
ラ

ム
』
だ
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
な
の
で
軽

く
、
片
手
で
持
ち
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る

上
に
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
材
も
な
く
組
み

立
て
が
簡
単
で
あ
り
な
が
ら
強
い
の
が

特
長
だ
。
特
許
技
術
に
よ
り
50
年
の
耐

久
、
震
度
６
の
耐
震
を
誇
る
堅
牢
性
と

強
度
、
そ
し
て
水
槽
内
の
余
裕
を
同
時

に
満
た
す
。
さ
ら
に
、
重
機
が
不
要
で

あ
る
た
め
施
工
期
間
が
短
く
て
済
み
、

人
手
不
足
に
悩
む
建
設
業
界
、
限
ら
れ

た
コ
ス
ト
で
有
効
性
を
高
め
た
い
施
工

業
者
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
自
社
製
品
を
さ
ら
な
る
成

長
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　　
「
企
業
の
成
長
に
必
要
な
も
の
は
、
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

最
も
大
切
な
の
は
〝
人
〞
で
す
。
当
社

は
す
べ
て
の
業
種
で
新
卒
・
中
途
と
も

積
極
的
に
採
用
し
て
い
ま
す
。
一
般
的

に
メ
ー
カ
ー
は
中
途
採
用
に
消
極
的
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
異
な
る
価
値
観
が

入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
視
野
が
広
が

る
。
社
員
５
５
０
人
の
う
ち
２
０
０
人

は
中
途
採
用
で
す
。
連
結
だ
と
社
員
は

１
０
０
０
人
。
年
齢
も
性
別
等
も
多
様

性
に
富
む
〝
人
財
〞
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
産
む
た
め
に
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
社
員
と
フ
ラ
ッ
ト
で
風
通

し
の
よ
い
人
間
関
係
を
結
ぶ
こ
と
も
重

視
し
て
い
ま
す
。
目
指
す
の
は
、
失
敗

を
恐
れ
ず
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る

社
風
で
す
。
若
手
中
心
の
チ
ー
ム
が
思

い
も
よ
ら
な
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く

る
こ
と
も
あ
る
。
弊
社
で
は
若
手
社
員

を
中
心
に
自
社
商
品
開
発
チ
ー
ム
な
ど

を
設
け
て
お
り
、
社
長
の
私
に
直
接
ア

イ
デ
ア
を
持
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
私
は
若
手
か
ら
の
声
を
と

て
も
歓
迎
し
、
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
に
取
り
組
め
る

組
織
は
社
員
の
参
画
意
識
が
向
上
し
、

企
業
が
伸
び
る
力
に
な
り
ま
す
か
ら
」

　

そ
う
語
る
石
川
氏
は
１
９
７
９
年
に

三
井
物
産
へ
入
社
し
て
以
来
、
化
学
品

部
門
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
野
を
歩
い
て

き
た
。

　
「
実
は
、
私
が
社
長
に
な
っ
た
２
０
１

３
年
当
時
は
、
当
社
の
業
績
が
最
も
厳

し
い
と
き
で
し
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
需
要
が
大
き
い
自
動
車
産
業

に
活
路
を
見
出
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加

工
製
品
の
製
造
・
開
発
の
道
を
切
り
開

い
て
き
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
各
社
の
厳

格
な
製
品
の
要
求
に
も
、
高
い
技
術
力

で
期
待
に
応
え
て
き
た
こ
と
が
当
社
の

強
み
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
努
力

を
重
ね
た
結
果
、
現
在
は
国
内
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
全
て
と
取
引
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
３
年
前
に
は
、
将
来
を

見
据
え
て
経
営
理
念
を
『
も
の
づ
く
り

を
通
じ
て
、
豊
か
な
社
会
を
創
造
し
よ

う
』
に
刷
新
。
非
自
動
車
分
野
、
自
社

製
品
開
発
も
好
調
な
今
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
当
社
は
新
た

な
成
長
期
に
入
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま

す
」
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る
石
川
社
長
。

　

今
後
も
同
社
は
高
い
技
術
力
を
活
か

し
、
大
い
な
る
飛
躍
を
め
ざ
す
。

　

天
昇
電
気
工
業
は
１
９
３
６
年
の
創

業
以
来
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
製
品
の

製
造
・
開
発
を
主
な
業
務
と
し
て
お
り
、

東
証
上
場
も
業
界
内
で
い
ち
早
く
成
し

遂
げ
た
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
石
川
忠
彦
氏
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
合
成
樹
脂
）
と
い
う

素
材
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
20
世
紀
初
頭
に
ド

イ
ツ
で
開
発
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
素

材
で
す
。
金
属
や
木
材
な
ど
を
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
自
動

車
や
家
電
・ 

Ｏ
Ａ
機
器
な
ど
の
耐
久

消
費
財
の
軽
量
化
が
可
能
に
な
り
、
加

工
し
や
す
い
素
材
と
し
て
製
造
業
を
支

え
、
か
つ
省
エ
ネ
推
進
の
一
翼
も
担
っ

て
き
ま
し
た
。
最
近
は
、
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
問
題
な
ど
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

悪
の
よ
う
に
言
わ
れ
、〝
削
減
〞
に
ば

か
り
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
回
収
・
再
利
用
が
比
較
的
容

易
で
、
資
源
の
消
費
や
廃
棄
物
の
発
生

を
抑
制
す
る
循
環
型
社
会
に
本
来
は
適

し
て
い
ま
す
。 Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
と
親
和
性
が
高
く
、
将
来

性
が
あ
る
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
正

し
く
処
分
す
れ
ば
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

よ
る
環
境
負
荷
は
少
な
い
し
、
そ
れ
以

上
に
、
軽
く
て
丈
夫
と
い
う
優
れ
た
特

性
は
社
会
を
豊
か
に
し
て
い
く
素
材
だ

と
私
は
考
え
て
い
る
の
で
す
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
同
社
の
業
績
は
好
調

だ
。
背
景
に
は
積
極
的
な
投
資
が
あ
る
。

昨
年
７
月
、
独
自
の
樹
脂
射
出
成
形
技

術
を
持
つ
竜
舞
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
群
馬

県
太
田
市
）
を
子
会
社
化
し
、
技
術
力

向
上
、
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
多
様
化
等

で
事
業
基
盤
・
規
模
拡
大
を
狙
う
。
ま

た
、
今
年
10
月
に
は
メ
キ
シ
コ
（
ロ
サ

リ
ー
ト
）
の
第
２
工
場
が
稼
働
を
始
め
、

米
国
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ
ン
テ
ナ

（
流
通
業
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る

箱
）
な
ど
の
物
流
資
材
を
数
多
く
受
注
。

そ
の
結
果
、
来
期
の
連
結
決
算
の
売
上

高
は
過
去
最
高
の
３
０
０
億
円
超
が
見

込
ま
れ
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
製
品
で
多
く
の

ニ
ー
ズ
を
占
め
る
自
動
車
産
業
で
は
、

今
、
１
０
０
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
大

変
革
が
起
こ
っ
て
い
る
。「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

改
革
」と
も
呼
ば
れ
る
が
、「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」

と
は
、「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
」「
オ
ー
ト
ノ

マ
ス
（
自
動
運
転
）」「
シ
ェ
ア
・
サ
ー

ビ
ス
」「
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
電
動
化
）

」
の
頭
文
字
を
取
っ
た
造
語
だ
。
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
に
、
同
社
は
自
動
車

産
業
へ
の
貢
献
を
維
持
し
つ
つ
、
他
分

野
事
業
の
強
化
に
取
り
組
む
。

　
「
現
在
の
事
業
の
内
訳
は
、
自
動
車
産

業
か
ら
の
受
注
が
６
割
強
、
家
電
・ 

Ｏ
Ａ
機
器
な
ど
非
自
動
車
分
野
か
ら
の

受
注
、
と
り
わ
け
自
社
製
品
が
そ
れ
ぞ

れ
約
２
割
で
す
。
今
後
は
非
自
動
車
分

野
と
自
社
製
品
を
拡
大
さ
せ
、
各
々
３

分
の
１
程
度
の
割
合
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製

品
の
開
発
と
製
造
に
は
力
を
入
れ
て
い

ま
す
」

　

同
社
が
得
意
と
す
る
の
は
物
流
資
材

の
製
造
・
開
発
だ
。
工
業
用
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
コ
ン
テ
ナ
の
『
テ
ン
バ
コ
』
シ
リ

ー
ズ
は
、
販
売
実
績
50
年
を
誇
る
製
品
。

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
と
優
れ
た
強
度

で
、
物
流
現
場
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ

ン
テ
ナ
の
代
名
詞
と
し
て
浸
透
し
て
い

天
昇
電
気
工
業
株
式
会
社

１
０
０
年
に
１
度
の
大
変
革
期

次
世
代
に
つ
な
が
る
成
長
の
た
め

自
社
製
品
の
開
発
に
注
力

フ
ラ
ッ
ト
な
人
間
関
係
と

挑
戦
で
き
る
環
境
づ
く
り
で

社
員
の
参
画
意
識
が
向
上

自
動
車・家
電・Ｏ
Ａ
機
器
か
ら
環
境
に
資
す
る
製
品
ま
で
も
の
づ
く
り一筋
に
邁
進

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
広
く
社
会
に
貢
献
す
る
創
業
86
年
の
老
舗
企
業

成長会社 2023
地域・社会に貢献し若手社員や女性が活躍する

トップインタビュー

積
極
的
な
投
資
で
事
業
を
拡
大
Ｍ
＆
Ａ
、新
工
場
稼
働
で
売
上
高
は
過
去
最
高
を
見
込
む

成
長
を
支
え
る
の
は
多
様
な〝
人
財
〞と
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
で
き
る
社
風

自社開発商品の『ミッペール』（左）、『テ
ンサートラック』（中央）と『テンレイン・ス
クラム』（右）。

天昇電気工業株式会社
代表取締役社長

石川忠彦
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